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１．生産状況
種馬鈴しょ検査申請書の集計結果をみると、平
成21年産の北海道の種馬鈴しょ生産面積は、
556,132a（原種55,333a、採種500,799a）となって
おり、品種数は53品種（生食・調理用30品種、で
ん粉原料用７品種、加工食品用11品種、暖地生食
用５品種）があります。
種馬鈴しょの多くは、北海道における馬鈴しょ
生産に用いることを目的に生産されております
が、移出用として都府県向けに出荷することを目
的に生産される部分については、面積で118,054a、
品種数で20品種ほどになります。
移出用種馬鈴しょの生産地は道内各地に分散し
ており、馬鈴しょの生産地にあって青果出荷用や
それを生産するための更新用種馬鈴しょと併せて
移出用を生産している地区もあれば、種馬鈴しょ
を専門に生産している地区もあります。現在、道
内32産地、553名の生産者によって移出用種馬鈴
しょが生産されております。

２．出荷・販売状況
北海道産移出用種馬鈴しょについては、全道22
農協が参加する「全道共計」による出荷・販売が
主流となっております。平成21年の共計設置数量
は1,288千袋／20kg 換算で、取扱品種数は、一般
品種13品種（男爵薯、メークイン、キタアカリ、
トヨシロ、ホッカイコガネ、とうや、農林１号、
ワセシロ、ベニアカリ、十勝こがね、スタールビー、
キタムラサキ、アンデス赤）と委託設置品種４品
種（ニシユタカ、デジマ、アイユタカ、普賢丸）
の合計17品種となっております。
委託設置品種については、購入地の設置要望に
応じて生産するもので、事前に購入側と生産側で
生産計画を調整し、購入側からの委託分のみを生
産します。また、採種生産にあたっては、原種の

確保の関係から採種生産年の前々年には計画を示
す必要があります。なお、これまでは一般品種と
して当年需要に対して出荷・販売対応を行ってき
た農林１号とワセシロについては、平成22年産か
ら委託設置品種となっております。
北海道産移出用種馬鈴しょの出荷先は全国各地

となっておりますが、九州地区への出荷量が多い
状況にあり、取扱数量の25％程度が九州地区への
出荷となっております。それ以外には、関東・東
海・東北地区などの青果出荷産地がある都府県向
けの出荷量が多い状況にあります。販売先は JA
全農向けが過半数を占めておりますが、これ以外
に、種苗メーカー、各地の種苗店、ホームセンター
など量販店への販売を行っております。

３．移出用種馬鈴しょをめぐる問題
移出用種馬鈴しょの取扱数量は、過去から比べ

ると減少傾向となっております。その状況は現在
も続いており、将来的にも予断を許さない状況で
す。
原因はいくつかありますが、最大の原因は都府

県における馬鈴しょの作付減少に起因するもので
す。農地の減少（宅地化・商業地化・工業地化）、
生産者の高齢化（離農・重量野菜作付敬遠）、作付
意欲の減退（青果市況の低迷）などによって、日
本国内における馬鈴しょの作付は減少しており、
これにより種馬鈴しょの需要が縮小しておりま
す。
さらに種馬鈴しょの流通状況も過去から大きく

変化しております。かつては営農用にまとまった
数量を確保する必要があったことから、農協を通
じての予約購買が積極的に行われておりました
が、近年では１戸当たりの購入量が縮小し、かつ
当用で買い求める動きが強くなっており、利便性
の良さからホームセンターなどの小量目パッケー
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ジ品を購入する状況が多くみられます。また、最
近は農村地域へのホームセンターの出店が増加し
ており、ホームセンターなどからの購入機会はよ
り増加しております。
一方、北海道内においても移出用種馬鈴しょ生
産が縮小するような問題があります。一つは、
ジャガイモシストセンチュウの発生拡大の問題で
す。現在も毎年のように新規に発生が確認されて
おりますが、移出用種馬鈴しょの生産地において
ジャガイモシストセンチュウの発生が確認された
場合、それが種馬鈴しょ生産圃場でない場合にお
いても、行政区の「字」単位の同一地域内で発見
された場合は、その地域内での移出用種馬鈴しょ
の生産はできなくなります（北海道種馬鈴しょ生
産指導方針に基づく）。北海道においては一つの
「字」の範囲が広大なため、広い面積で移出用種馬
鈴しょの生産できなくなる懸念があります。
さらに、北海道内においても種馬鈴しょ生産農
家の高齢化の問題が深刻化しつつあり、また、種
馬鈴しょ生産は、青果用馬鈴しょ生産などと比較
すると高度な栽培管理が必要となることなどか
ら、後継者の確保がより難しい状況となっており
ます。

４．問題への対応と今後の方向について
北海道産移出用種馬鈴しょの取扱いにあたって
は、共計参加農協の代表者で構成された「移出用
種馬鈴しょ産地代表者会議」や産地農協の担当部
課長で構成された「全道種馬鈴しょ取扱対策会議」
などにおいて、定期的に協議・検討がなされてお
ります。
これまでも産地側における協議・検討を経て、
①新品種の導入（過去７品種→現在17品種）、②出
荷期間の延長（過去11月まで→現在翌年３月ま
で）、③小量目対応（20kg 紙袋から10kg ダンボー
ルへの荷姿変更、５ kg・３ kg・２ kg・１ kg の
パッケージ対応）、④複数産地・品種の積み合わせ
など、需要の維持・拡大に向けた消費地要望への
対応を行ってきた経過にあります。
当面の対応策として、需要減少に対しては需要
に応じた供給数量となるような全体調整を行いつ
つ、一方では種馬鈴しょの需要増加につながるよ

うな啓発活動を行い、ホームセンターなどでの購
入機会の増加を意識した PRを行なうことなどが
検討されております。
また、ジャガイモシストセンチュウの発生拡大

に対しては、蔓延防止について、行政・試験研究
機関・関係団体などと連携した中でその対応にあ
たっておりますが、これにより移出用種馬鈴しょ
の生産ができなくなった場合の対応策について
も、具体的な協議を図っているところであります。
需要・供給の両面において問題を抱える北海道

産移出用種馬鈴しょでありますが、行政等の圃場
検疫体制のもと生産された健全な種馬鈴しょを使
用していただくことが、安定的な馬鈴しょの生産
に結び付くことから、その使用をお願いするとと
もに、当課としても購入者のニーズに応えつつ、
産地の永続的な生産・出荷が可能となるよう、関
係者一丸となって問題解決に取り組みたいと考え
ております。
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